
App 4(3)-38



App 4(3)-39



App 4(3)-40



App 4(3)-41





資料‐5 ソフトコンポーネント計画書 





1 

資料 5 ソフトコンポーネント計画書

ソフトコンポーネント計画書（案）

1. ソフトコンポーネントを計画する背景
1.1 本事業の背景

本事業は、「ファイサラバード上下水道・排水マスタープランプロジェクト」（2016～19年）（以下、

「M/Pプロジェクト」）において、旧ジャル・カヌアナ浄水場（以下、「OJK浄水場」）の更新・拡張

が優先プロジェクトとして選定され（２フェーズで構成）、そのフェーズ 1が無償資金協力「ファイ

サラバード浄水場・送配水管網改善計画」として要請された。主な事業内容はファイサラバード市の

①OJK 浄水場の更新、ならびに、②送水管、配水場等の整備を行うことにより給水能力の向上を図

り、もって住民の生活環境の改善に寄与することを目的としている。

①OJK浄水場の更新は、現施設の一部（原水池）を利用し、緩速ろ過システム（OJK浄水場に

は小規模な急速ろ過システムも以前に導入・使用されていたが、現在は使用していない）から急

速ろ過システムへ更新し、浄水能力を 3.5MGDから 5.0MGDに増加する。

②送水管、配水場等の整備では、更新される OJK浄水場からの送水管布設、配水場建設を行う。

1.2 ソフトコンポーネントの必要性

(1) 浄水処理

ファイサラバードは水源の 86％を地下水に依存しており、市内の大部分のエリアでは地下水

取水の水道水が送配水管網により給水されている。残りの 14%が表流水であるが、これは OJK

浄水場と 2016年にフランスの支援により建設された急速ろ過システムの新ジャル・カヌアナ浄

水場（以下、「NJK浄水場」）による給水である。

これまで OJK 浄水場では、原水池により濁度調整を行い、緩速ろ過システムと小規模の急速

ろ過システムでの浄水処理を行ってきた。しかし、後者の小規模な迂流混和・普通沈殿・急速ろ

過システム（1,000m3/d）は、濁度管理が困難であったことから、近年では使用されてこなかった。

また、NJK 浄水場では運転管理を指導的立場で実施していたフランス企業によって期間雇用

されていた現地オペレータが業務から離れて以降、運転マニュアルに沿った運転がなされてい

ない。日常的・定期的なジャーテストを行わず、適切な薬品注入が出来ていないことがある、運

転記録を基に適切な薬品量が計算されない、運転管理・手順が遵守されていない、といった状況

が見受けられる。また、濁度の急激な上昇などの特異状況時であっても、通常時のままの運転で

対応してしまうこともある。

このように、ファイサラバードでは急速ろ過システムの浄水場が 1 箇所しか稼働しておらず

稼働から年数も経っていないことから、ファイサラバード上下水道公社（Water and Sanitation 

Agency, Faisalabad: 以下、「WASA-F」）の運転維持管理経験は不十分であり、稼働中の NJK浄水

場においても適切に運用されていない状況であるため、本事業で OJK 浄水場の更新・急速ろ過

システムを適用するにあたっては、適切な運転管理手順の整備・関係者への研修訓練が実施され

る必要がある。
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(2) 送配水

OJK浄水場で生産される浄水は、浄水場内に設置される送水ポンプ場から、2カ所の配水場へ

送水される。この送水は、それぞれの配水場が受け持つ配水エリアの水需要の変動、例えば昼夜、

天候、曜日変動等に対応するため配水池の水位を監視し、水位に応じ送水ポンプを運転制御

（ON/OFF）する必要がある。また、本事業の配給水エリアは全量自然流下方式としているため、

配水池から一旦高架水槽へ揚水し、高架水槽から配水エリアに配水される。配水エリアの水需要

量の時間変動に応じた配水ポンプの運転制御も必要である。

また、OJK浄水場と水源を同じくする NJK浄水場において、ラック灌漑水路（RBC:Rakh Branch 

Canal）閉鎖時に運転を取りやめる期間が発生する。しかしながら、OJK 浄水場では安定的な給

水を達成するために、RBC 閉鎖時も本事業の給水対象エリアへ給水を継続する計画である。そ

のために、市西部でくみ上げられた地下水を市内に供給する既存の配水幹線（Arterial Main）を

分岐させて浄水池へ接続し、閉鎖期間中のみ地下水を浄水池に受け入れることとしている。この

際に、既存の配水幹線と浄水池を接続する配管に設置するバルブの開閉操作や、RBC 原水の受

け入れ停止操作等の流入経路変更対応が必要となる。

送配水においては、高架水槽や配水場の水位確認などの情報の連絡・共有をせず、必要な流入

弁操作を怠り、越流や水位不足を頻繁に発生させていることもある。さらに、このような状況が

発生しても事故情報の共有がされず、改善につながらないという悪循環になっている。

前述の浄水工程と送配水は、さらに上流の取水から浄水―送水として一連の工程であり、各工

程の運転管理情報の共有は、各工程を安定的に、かつ、効率的に運転するために欠くことのでき

ないものであるが、その意識の欠如も見受けられる。このように、浄水場、送配水システムの運

用においてWASA-Fの能力、技術水準は不十分であり、改善すべき点が多々ある。

(3) 施設維持管理

上記現状の課題のほか、途上国で常に問題となる施設の維持管理についても、OJK浄水場の機

能を最大限に活かし、かつ長期にわたり持続させるために重要なポイントとなるため、このソフ

トコンポーネントに含め、上記（１）、（２）の活動を通じて維持管理概念の醸成を促す必要があ

る。

これらの具体的な問題解決には、WASA-Fスタッフがマニュアルの遵守、連絡体制、手順確認、

報告のような基本的な活動を実施することである。その活動が適切かつ円滑に実施されるため

の OJTや研修が必要である。

2. ソフトコンポーネントの目標
本プロジェクトにおけるソフトコンポーネントの目標は、「WASA-F 職員が、原水水質の変化や水

需要の変動等に対応した OJK 浄水場及び送配水施設の運転、運用及び維持管理に必要な技術を習得

し、住民に対してより安全でかつ安定した水質、水圧、水量を供給する」ことである。

3. ソフトコンポーネントの成果
本ソフトコンポーネントの成果は、下記のとおりである。

(1) 浄水場運転維持管理技術の向上により、施設の運転・維持管理が手順書等に沿って適切に行わ
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れ、計画通りの水量・水質を満たす水道水が安定的かつ効率的に供給される。

・水需要に沿った取水・浄水処理の実施と原水水質に基づいた薬品注入が適切に行われる。

・特異状況時(停電、取水停止、機器故障、点検による停止等)の浄水場運転方法が確立され実施

される。

・浄水施設の維持管理が適切に実施される。

(2) 送配水施設運転維持管理技術の向上により、安定的かつ効率的なポンプ運転・送水量管理が行

える。

・需要量の変化に応じ、効率的なポンプ運転、流量調整が行われる。

・ラック灌漑水路（RBC: Rakh Branch Canal）閉鎖時のような特異な場合でも連続した送配水が

可能となる。

4. 成果達成度の確認方法
(1) 成果達成方法の概要

ソフトコンポーネントの主な内容は「浄水場の運転維持管理技術の向上」と「送配水施設の運転

維持管理技術の向上」とし、達成方法を以下に示す。

1) 浄水場の運転維持管理技術の向上

OJK浄水場の機能を最大限に発揮させ、安全な水を安定的に供給するためには、各浄水処理工

程での管理が必要となり、各種機器の運転及び取水を含めた浄水場の管理ノウハウを習得する

ために必要な手順書を整備し、それらを基に OJTや研修を実施し技術向上を目指す。

2) 送配水施設の運転維持管理技術の向上

送配水施設については、送配水に関する各種運転・運用手法のノウハウを習得するための必要

な手順書を整備し、それらを基に OJTや研修を実施し技術向上を目指す。

(2) 成果確認方法

各成果の達成状況を判断するため、以下の確認方法を設定する。これに関する情報収集は、現地

カウンターパートと協力して進め、業務の効果を把握する。

表-１ ソフトコンポーネントの成果とその確認方法

成果 達成度の確認項目 達成度の確認方法

成果 1 
浄水場の運

転維持管理

能力が向上

する

1）水需要計画に沿った浄水処理が実施さ
れる。

1-1）受水及び浄水処理施設の運転・運用が安定的
かつ効率的にできることを、成果達成度確認リ

スト*により確認する。（確認リストの全項目が
チェックされること）

1-2) 運転に必要なデータが記録され、また分析さ
れ、一定期間保存されていることを手順書や成

果達成度確認リストにより確認する。（確認リ

ストの全項目がチェックされること）

1-3）水質変化に伴う水質分析方法が確立及び実施
されているかを、手順書、成果達成度確認リス
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2）特異状況時 (停電、取水停止、点検に
よる停止等)の浄水場運転方法が確立さ
れ実施される。

3）浄水処理施設の維持管理が適切に実施
され、そのデータが一定期間保存される。

トにより確認する。（確認リストの全項目がチ

ェックされること）

2）WASA-F職員のみで運転・運用できること
を、実施設・機器による操作・運転について、

成果達成度確認リストにより確認する。（確認

リストの全項目がチェックされること）

3）整備される維持管理手順書に定められた点検
等が実施できることを、実施設・機器により確

認する（確認リストの全項目がチェックされる

こと）

成果 2 
送配水施設

の運転維持

管理能力が

向上する

1）需要量の変化に応じ効率的なポンプ運
転、流量調整が行われる。

2）RBC閉鎖時に連続した送配水が可能と
なる。

1）WASA-F職員のみで手順書に従い運用できる
ことを、手順書、成果達成度確認リストにより

確認する。（確認リストの全項目がチェックさ

れること）

2）特異な状況に応じ、手順書に従い運用できる
ことを、手順書、成果達成度確認リストにより

確認する。（確認リストの全項目がチェックさ

れること）

*「成果達成度確認リスト」「手順書」は、成果 1、2の達成度の確認項目別に作成する。

5. ソフトコンポーネントの活動・投入計画
(1) ソフトコンポーネント対象職員

ソフトコンポーネント対象職員に関して、成果 1はWASA-Fの契約職員である OJK浄水場の運

転及び維持管理担当職員（Process Engineer：1名、Plant Operator：3名）、成果 2は、WASA-Fの正

規職員である送配水ポンプの運転及び維持管理担当職員（Pump Operator：6名、Supervisor：4名、

Engineer：2名）を対象とする。また、更新される OJK浄水場は、NJK浄水場と同じ取水原水及び

処理方法であることから、運転状況の情報共有が課題の発掘や改善方法の検討に有効と考えられ

るため、OJK浄水場および NJK浄水場のトップをはじめとする管理部門職員も必要に応じて対象

とする。

(2) 活動・投入計画

表-２の成果別の習得項目を設定する。

また、活動計画を表-３に示す。本邦コンサルタント技術者（浄水処理、送配水）の各 1 名（浄

水処理：1名×2回渡航、送配水：1名×1回渡航）による直接支援型とし、国内作業を含めて 2.40M/M

とする。

表-２ ソフトコンポーネントの活動（習得項目）
成果 活動（習得項目）

［成果 1］
浄水場の運転

維持管理能力

が向上する

1) 水需要計画に沿った
浄水処理が実施される。

1. OJK浄水場の機能に関する知識
2. 使用薬品に関する知識、必要とされる水質試験手法
3. 日報等へのデータ記録及び分析方法
4. 浄水場の運転管理

2）特異状況時の浄水場
運転方法が確立され実

施される。

1. 特異状況の把握
2. 各種データ統計、分析による運転方法の確立と運転
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3）浄水施設の維持管理
が適切に実施され、その

データが一定期間保存

される。

1. NJK浄水場の機器類点検データ取得方法の確認と改善
2. 機器類操作方法
3．施設毎の点検内容、実施手順

［成果 2］
送配水施設の

運転維持管理

能力が向上す

る

1）需要量の変化に応じ
効率的なポンプ運転、流

量調整が行われる。

1. 新設される送配水の機能に関する知識
2. ポンプ運転、水位管理を含む送配水の運転管理

2）RBC閉鎖時に連続し
た送配水が可能となる。

1. 連続した送配水への対応と連絡体制
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作
業

1
日

・
現
地
技
術
者

1
名

7
日

・
特
異
状
況

時
運
転
管

理
手
順
書

・
特
異
状
況
時
対
応
の
種
類
が
判
別
で
き
、
通
常

時
も
含
め
そ
れ
ぞ
れ
の
対
応
策
を
講
じ
る
こ
と

が
で
き
る

［
成
果

1 ］
3 ）
浄
水
施
設
の
維
持
管

理
が
適
切
に
実
施
さ
れ
、

そ
の
デ
ー
タ
が
一
定
期

間
保
存
さ
れ
る
。

・
浄
水
処
理
全
般
の

知
識
及
び
設
備
機

器
の
知
識
を
有
す

る
技
術
者

・
計
画
立
て
ら
れ
た
点
検
が
な
さ
れ
ず
、
故
障
が

起
き
て
か
ら
対
応
し
て
い
る

・
浄
水
場

Pl
an

t O
pe

ra
to

r 
/ E

ng
in

ee
r /

 M
ec

ha
ni

c 
/ 

El
ec

tri
ci

an
  

1.
 N

JK
浄
水
場
の
機
器
類
点
検
デ

ー
タ
の
確
認

2.
 機
器
類
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
の
確

認

3.
 清
掃
や
点
検
の
内
容
・
頻
度
及

び
報
告
に
関
す
る
手
順
書
作
成

4.
 手
順
書
に
沿
っ
た
運
転
に
関
す

る
O

JT
と
研
修
の
実
施
と
理
解

度
確
認

・
日
本
人
技
術
者

1
名
：
現
地
業
務

8
日
、
国
内
作
業

1
日

・
現
地
技
術
者

1
名

7
日

・
浄
水
場
維

持
管
理
手

順
書

・
点
検
計
画
が
構
築
さ
れ
予
防
的
措
置
が
で
き
る

よ
う
に
な
る
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* 
実

施
方

法
は
、

①
座
学

に
よ
っ

て
基
本

原
理
を

学
び
、
②
手
順
書
を
作
成
し
、
③
試
運
転
、
机
上
演
習
等
を
通
じ
て

O
JT

を
行

い
、
④

理
解
度

を
評
価

す
る
、

と
い
っ

た
プ
ロ

セ
ス
を

通

じ
て
習
得

し
て
い

く
こ
と

と
す
る

。

5.
 点

検
実
施
状
況
の
確
認

［
成
果

2］
送

配
水

施
設

の
運

転
維

持
管

理
能

力
が

向
上

す

る 1）
需

要
量
の

変
化
に
応

じ
効

率
的

な
ポ

ン
プ

運

転
、
流
量
調
整
が
行
わ
れ

る
。

・
送
配
水
管
全
般
の

整
備
、
役
割
の
知

識
を
有
す
る
送
配

水
技
術
者

・
設
備
機
器
の
知
識

を
有
す
る
技
術
者

・
高
架
水
槽
の
水
位
確
認
や
情
報
連
絡
・
共
有
を

せ
ず
、
必
要
な
流
入
弁
操
作
を
怠
り
、
越
流
や

水
位
不
足
を
頻
繁
に
発
生
さ
せ
る

・
事
故
情
報
が
共
有
さ
れ
ず
、
改
善
に
つ
な
が
ら

な
い

・
需
要
に
見
合
っ
て
い
な
い
無
計
画
な
送
配
水
が

実
施
さ
れ
て
い
る

・
W

D
M
（

W
at

er
 

D
ist

rib
ut

io
n 

&
 

M
an

ag
em

en
t ）

課
の

En
gi

ne
er

 / 
Su

b-
En

gi
ne

er
 

1.
 新

設
さ
れ
る
送
配
水
の
機
能
に

関
す
る
講
義

2.
 現

在
の
送
配
水
関
連
状
況
の
確

認

3.
 ポ

ン
プ
運
転
、
水
位
管
理
を
含

む
送
配
水
の
運
転
管
理
手
順
書

の
作
成

4.
 手

順
書
に
沿
っ
た
運
転
に
関
す

る
O

JT
と
研
修
の
実
施
と
理
解

度
確
認

5.
 運

転
管
理
状
況
の
確
認

・
日
本
人
技
術
者

1
名
：
現
地
業
務

9
日
、
国
内
作
業

1
日

・
現
地
技
術
者

1
名

8
日

・
送
配
水
・

維
持
管
理

手
順
書

・
需
要
に
見
合
う
送
配
水
が
手
順
書
に
則
り
実
施

さ
れ
る

・
ポ
ン
プ
機
器
の
故
障
を
誘
発
し
な
い
運
転
が
実

施
さ
れ
る

［
成
果

2］
2）

RB
C
閉
鎖
時
に
連
続

し
た

送
配

水
が

可
能

と

な
る
。

・
送
配
水
管
網
の
整

備
状
況
に
関
す
る

知
識
を
有
す
る
送

配
水
技
術
者

・
RB

C
閉
鎖
時
に
、

N
JK

浄
水
場
及
び

O
JK

浄
水

場
は
運
転
さ
れ
て
い
な
い
。

・
W

D
M
（

W
at

er
 

D
ist

rib
ut

io
n 

&
 

M
an

ag
em

en
t ）

En
gi

ne
er

 / 
Su

b-
En

gi
ne

er
 

1．
RB

C
閉
鎖
時
の
連
絡
体
制
、

送
水
操
作
確
認
と
手
順
書
作
成

2.
 特

異
な
場
合
の
各
種
デ
ー
タ
統

計
・
分
析
手
法

3.
 R

BC
閉
鎖
時
の
配
水
幹
線

（
A

rte
ria

l M
ai

n）
か
ら
の
取
水

に
関
す
る
手
順
書
に
沿
っ
た
運

転
に
関
す
る

O
JT

と
研
修
の
実

施
と
理
解
度
確
認

・
日
本
人
技
術
者

1
名
：
現
地
業
務

3
日
、
国
内
作
業

1
日

・
現
地
技
術
者

1
名

2
日

・
RB

C
閉
鎖

時
の
送

水
・
維
持

管
理
手
順

書
・

RB
C
閉
鎖
時
の
配
水
幹
線
（

A
rte

ria
l M

ai
n）

か

ら
の
取
水
手
順
を
理
解
し
、
給
水
区
域
へ
の
連

続
し
た
送
配
水
が
さ
れ
る
。

［
成
果

1・
2］

日
本
人
技
術
者
不
在
時

・
現
地
技
術
者

2
名

（
浄
水
処
理
、
送

配
水
）
全

22
日
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6. ソフトコンポーネントの実施リソースの調達方法
浄水場・送配水施設の運転・運用、維持管理は、通常時のみならず、特異状況時対応や保守時

への対応もできるようにならなければならない。このような応用能力についても様々な知識・経

験を蓄積している本邦コンサルタント技術者がローカルコンサルタントよりも指導に適している

ことから、本ソフトコンポーネント活動は本邦コンサルタントによる直接支援型とし、ローカル

スタッフを活用しつつ実施することとする。

ローカルスタッフは各 1 名（浄水処理、送配水）を採用し、本邦コンサルタントによる技術指

導の支援を行うこととする。雇用期間は「11. 実施日程」に示した浄水処理第 1 次の現地活動開始

日から浄水処理第 2 次の現地活動最終日までとする。本邦コンサルタントが不在となる期間中（第

１次現地活動と第 2 次現地活動の間）もローカルスタッフが本邦コンサルタントの遠隔監理の下

で継続した指導を行うことにより、浄水処理では原水の水質変動、水需要量の変動に対応した適

切な運転指導技術を定着させることが可能となる。さらに、本邦コンサルタント不在時に WASA-

F 職員から寄せられる質問を本邦コンサルタントに伝え、本邦コンサルタントによる遠隔での回

答や指導に関するフォローを行うものとする。

また、ローカルスタッフは本邦コンサルタントによる指導の際に英語－現地語の通訳や、指導

資料、手順書、定着度を確認ための問題提出（書面・口頭）、それに対する回答等の翻訳を行う。

表-４に本邦コンサルタントの講義・演習の項目、ローカルスタッフの支援業務を記す。

表-４ 本邦コンサルタント講義・演習、ローカルスタッフの支援業務

成果 本邦コンサルタント ローカルスタッフ

成果 1 
浄水

施設

第 1 次

第 2 次

浄水処理技術者 1 名

・浄水場の機能・役割、場内施設・設備の確認

・浄水場のリスクの抽出、リスク対応の確認

・異常時の SCADA 操作、アラーム設定・対応

・NJK 浄水場の運転管理方法の確認

・浄水場運転管理（浄水処理、水量管理、流量操作）

・浄水場運転管理（データ管理、統計分析、報告書）

・浄水場運転管理（水質試験、薬品管理、調達）

・浄水場運転管理（勤務体制、労務管理、連絡体制）

・通常時運転、特異時運転の対応

・維持管理・清掃点検

・浄水場・浄水処理に関する手順書の作成

・浄水場・浄水処理に関するワークショップ開催

・理解度達成確認テスト

浄水処理技術者 1 名（含水質）

・左記の講義、演習、実機操作

の講義補助、技術指導補助、

通訳

・研修教材（一部）の翻訳作業

・手順書作成の補助

・確認テストの翻訳、通訳

成果 2 
送配水

送配水技術者 1 名

・ポンプ運転・管理の基礎

・送配水水量調整の手法（ポンプ運転、故障・点検時) 
・送配水水量調整の手法（配水場・高架水槽弁操作）

・通常時運転、特異時運転の対応

・RBC 閉鎖時の運用手順

・送配水に関するワークショップ開催

・送配水手順書の作成

・理解度達成確認テスト

送配水技術者 1 名

・左記の講義、演習、実施設操

作の講義補助、技術指導補助、

通訳

・研修教材（一部）の翻訳作業

・手順書作成の補助

・確認テストの翻訳、通訳
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7. ソフトコンポーネントの実施工程
ソフトコンポーネントの全体実施工程を表-５に示す。

成果１は、浄水場の建設、試運転が完了してから開始する。現在の工事予定から、開始時期は

乾季と雨季の変わり目に当たり、両季の原水状況で浄水処理が確認する機会が得られると想定さ

れる。季節による原水水質状況の違いを検討できることにより、本邦コンサルタントの活動は、

第１次現地活動と第２次現地活動の２回に分けて実施する。

第 1 次現地活動では、講義、実地操作、演習を行い、成果品となる各種手順書の作成に取り組

むこととする。本邦コンサルタントの不在時は、WASA-F 職員はローカルスタッフと共に、現地

活動の振り返り、浄水処理の実施、機器類の点検を行い、記録を保存する。また、関連する手順

書の作成を進める。この間、本邦コンサルタントは、ローカルコンサルタントを通し又は共に

WASA-F 職員のフォローを行う。

第 2 次現地活動では、それまで WASA-F 職員で実施してきた上述の活動の振り返りを基に、各

種手順書を完成させる。また、終了前に WASA-F 職員を対象として書面確認、実機操作確認を行

い、理解度確認を行う。

成果２の送配水施設に関しては、送配水施設の建設、運転が完了してから開始する。本邦コン

サルタントによる現地活動は分割せず１回の派遣により指導する。また、成果１同様、終了前に

WASA-F 職員の理解度確認を書面確認、実機操作確認・演習等により行う。

なお、本邦コンサルタントは、成果１と成果２の期間を重複させずに実施する計画であるが、

水道施設としては一連であるとの観点から、活動の最終段階において取水―浄水―送・配水まで

の運転がスムーズにいくことを確認して活動を終了する。
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表-５ ソフトコンポーネント全体実施工程

項目 技術者 担当
2023 2024 人・日

7 --- 11 --- 1 2 3 4 5 6 7 8 9 日本 パキスタン 計

成果１

1)水需要に沿

った浄水処理

日本人技術者 浄水処理        2 25 10  2 35 37 

現地技術者 浄水処理         21 7   28 28 
成果１

2)特異状況時

の浄水場運転

日本人技術者 浄水処理        1  7  1  1 8 9 

現地技術者 浄水処理          6  1   7 7 
成果１

3)浄水施設

の維持管理

日本人技術者 浄水処理        1  7  1  1 8 9 

現地技術者 浄水処理          6  1   7 7 
成果２

1)送配水管

理

日本人技術者 送配水        1  9    1 9 10 

現地技術者 送配水          8     8 8 
成果２

2)RBC 閉鎖時

に伴う運用

日本人技術者 送配水        1  3 1 3 4 

現地技術者 送配水 2  2 2 
日本人技術

者不在時

（遠隔）

現地技術者
浄水処理          2 14    16 16 

送配水           6    6 6 

日本人技術者

成果 1：浄水処理 4 51 55 
成果 2：送配水 2 12 14 

計 6 63 69 

現地技術者

成果 1：浄水処理  58 58 
成果 2：送配水  16 16 

計  74 74 

項目
2023 2024 

7 --- 11 --- 1 2 3 4 5 6 7 8 9

報告書作成 完了

（業者）浄水施設築造

（業者）高架水槽築造

（業者）管路布設

（業者）SCADA 等機器導入

（業者）試運転・調整
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8. ソフトコンポーネントの成果品
本ソフトコンポーネントにおける成果品および提出時期を表-６に示す。なお、施工業者が作成

する基本マニュアルならびに手順書を基に、我が国での水道事業における浄水処理・送配水に関

する経験やノウハウ・スキルを盛り込み、WASA-F の実用に合わせたアレンジを行い、手順書等

の作成を行う。

完了報告書は、「独立行政法人国際協力機構（2010 年）ソフトコンポーネント・ガイドライン

（第３版）」に準じて作成する。報告書には、実施した指導事項（活動実績）、その結果（成果の達

成状況、今後の課題・提言等）を含めるものとする。

表-６ 成果品一覧

分類 資料名 内容 提出時期 頁数

手順書

浄水場運用手順書

・浄水場の運営体制、運転操作方法を記

す

・データ記録、分析・統計手順、報告様

式集等を記す

・使用薬品及び注入量の決定方法につ

いて記す

2024 年 8 月 40 

浄水場特異状況時操作手

順書

・浄水処理に関する管理されたデータ

から日報・月報・年報作成について記

す

・高濁度、停電、機器故障等発生時の対

応方法を記す。

・RBC 閉鎖時の浄水場運転・管理手法に

ついて記す

2024 年 8 月 50 

浄水施設維持管理手順書
・浄水場運転・運用に用いる設備機材の

維持管理について記す
2024 年 8 月 10 

送配水水運用管理手順書

・通常時や RBC 閉鎖等の送配水管路の

運用、維持管理について記す

・ポンプ運転管理について記す

・送水流量、送配水の水運用に関する調

整手法について記す

2024 年 8 月 30 

記録書 研修参加記録
・日報又は週報

・写真集
2024 年 8 月 -- 

報告書
ソフトコンポーネント完

了報告書

・活動計画と実施

・活動・成果の達成度

・成果の達成度に影響を与えた要因

・効果の持続・発展への課題・提言等

・成果品一式（右頁数に含まず）

2024 年 9 月 30 

9. ソフトコンポーネントの概略事業費
本ソフトコンポーネントの概略事業費は約 1,080 万円である。内訳を表-７に示す。

表-７ ソフトコンポーネントの概略事業費

項目 金額（千円） 備考

直接人件費 2,280 950 千円（3 号/2019 年度）

2.40 人月

現地渡航費 799 3 往復

日当 236 63 人・日

宿泊費 687 60 泊
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間接費 4,742  

小計 8,744  

業務費（ローカルスタッフ傭上） 789 74 人・日（2.85 人・月）（月額単価：

26 日/月）

業務費（車両傭上） 1,312 
ファイサラバード市内：66 台・日

ラホール - ファイサラバード往復：

12 台・日

合計 10,845  

10. 相手国実施機関の責務
ソフトコンポーネントの実施に関し、活動を円滑かつ効果的に進め、プロジェクト終了後に

WASA-F 職員が主体的に活動を継続できるようにするため WASA-F 側の責務は以下の通りとす

る。

ソフトコンポーネントの実施に当たる本邦コンサルタントの国内移動の許認可

ソフトコンポーネントの実施に係る必要な人員、講習施設及び資材の確保

ソフトコンポーネントの活動時に必要な WASA-F や警備の人件費、講習施設及び資材の負

担

ソフトコンポーネント活動及びプロジェクト完了後も活動の継続に必要な人員、資材、予

算の確保

11．実施日程（2024年）
浄水処理第 1 次、送配水及び浄水処理第２次に分けて実施する。以下日程表にて、表-5 で示

す項目に従事する日を示す。

従事項目分類における「JP」は日本人技術者、「P1」は成果１での現地技術者（浄水処理）、

「P2」は成果２での現地技術者（送配水）の略称である。

同分類での「11」は浄水処理の第 1 次での成果 1 の 1）、「12」は同成果 1 の 2）、「13」は同成

果 1 の 3）、「21」は送配水の成果 2 の 1）、「22」は同成果 2 の 2）、「31」は浄水処理の第 2 次で

の成果 1 の 1）、「32」は同成果 1 の 2）、「33」は同成果 1 の 3）を表す。なお、複数の項目を対

象とした活動は、各々「11」、「21」、「31」の日数とした。

車輛の項目で表示した L はラホールとファイサラバードの往復、F はファイサラバード市内

で使用することを示す。

各研修間では、現地技術者は研修員のフォローと、日本人技術者からの指示を受けて、遠隔

での研修員に対応する。

(1) 浄水処理第１次（乾季）（39日）（対象者：浄水場運転及び維持管理担当職員 4名）

日付 曜 活動 研修場所
従事項目分類 車

輛 JP P1 P2 

05/06 月 移動（東京 ラホール） 11   L 

05/07 火 移動（ラホール ファイサラバード）、研修ガイダンス OJK 浄水場 11 11  L 

05/08 水

[成果 1] 1）浄水場の機能・役割、場内施設・設備確認（（水

安全計画の）リスク分析手法を用いた浄水場機能、施設・

設備の役割、人員体制・配置の把握）

OJK 浄水場 11 11  F 

05/09 木 [成果 1] 1）浄水場のリスクの抽出、リスク対応確認（（水 OJK 浄水場 11 11  F 
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安全計画の）リスク分析手法を用いた取水・浄水施設に発

生するリスクの抽出と発生頻度、リスクへの対応）

05/10 金

[成果 1] 1）浄水場運転管理（NJK 浄水場の運転管理方法）

（NJK 浄水場でのこれまでのリスク（異常）と対処方法の

確認）

NJK 浄水場 11 11  F 

05/11 土 準備 OJK 浄水場 11 11  F 

05/12 日 準備 11    

05/13 月

[成果 1] 1）浄水場運転管理（取水・浄水・送水量及び場内

貯水量の関連）（送水量の予測・算定、取水量・浄水量の

決定、浄水ロス率の計算）

OJK 浄水場 11 11  F 

05/14 火

[成果 1] 1）浄水場運転管理（薬品貯蔵、薬品注入量、ジャ

ーテスト）（薬品注入量の計算、貯蔵量から発注時期の算

定、ジャーテストの段階テストによる詳細な凝集剤注入

量の決定）

OJK 浄水場 11 11  F 

05/15 水

[成果 1] 1）浄水場運転管理（薬品混和、凝集沈殿、ろ過、

汚泥処理工程）（薬品混和速度の調整、各処理水濁度の推

移の確認・調整）

OJK 浄水場 11 11  F 

05/16 木
[成果 1] 1）浄水場運転管理（異常時における SCADA 操

作・アラーム値変更の設定）
OJK 浄水場 11 11  F 

05/17 金

[成果 1] 1）浄水場運転管理（稼働時勤務体制、昼・夜間業

務内容）（交替勤務シフト表の作成、場内点検ルート・点

検項目の作成、引継ぎ連絡書の作成）

OJK 浄水場 11 11  F 

05/18 土 準備 OJK 浄水場 11 11  F 

05/19 日 準備 11    

05/20 月
[成果 1] 1）浄水場運転（水質試験項目と年間試験回数の

設定、計測機器操作・メンテナンス時の代替試験)  OJK 浄水場 11 11  F 

05/21 火
[成果 1] 1）浄水場運転（水量データの格納・収集、データ

統計・分析手法、帳票、報告書の作成、見せる広報媒体）
OJK 浄水場 11 11  F 

05/22 水
[成果 1] 1）浄水場運転（水質データの格納・収集、データ

統計・分析手法、帳票、報告書の作成、見せる広報媒体）
OJK 浄水場 11 11  F 

05/23 木 [成果 1] 1）通常時の手順書作成 OJK 浄水場 11 11  F 

05/24 金 [成果 1] 1）通常時の手順書に基づく実践確認 OJK 浄水場 11 11  F 

05/25 土 準備 OJK 浄水場 11 11  F 

05/26 日 準備 12    

05/27 月
[成果 1] 2）特異状況時の運用（荒天時、故障時）の対応検

討
OJK 浄水場 12 12  F 

05/28 火
[成果 1] 2）特異状況時の運用（停電・自家発運転、取水停

止）の対応検討
OJK 浄水場 12 12  F 

05/29 水
[成果 1] 2）特異状況時の運用（（水安全計画における）上

記の対応の予防措置・発生対応の検討）
OJK 浄水場 12 12  F 

05/30 木
[成果 1] 2）特異状況時の運用（（水安全計画における）上

記の対応の連絡体制、報告書作成）、手順書作成
OJK 浄水場 12 12  F 

05/31 金 [成果 1] 2）特異状況時の体制・対応 手順書作成 OJK 浄水場 12 12  F 

06/01 土 準備 OJK 浄水場 12 12  F 

06/02 日 準備 13    

06/03 月
[成果 1] 3）浄水施設維持管理対象の現場での確認、点検

実施内容・頻度の確認、手順書作成

NJK 浄水場

OJK 浄水場
13 13  F 

06/04 火
[成果 1] 3）浄水施設の点検内容の精査、不良・故障時の

対処、手順書作成
OJK 浄水場 13 13  F 

06/05 水
[成果 1] 3）浄水施設維持管理に係る清掃・点検、手順書

作成
OJK 浄水場 13 13  F 

06/06 木 [成果 1] 3）上記手順書のまとめと修正・作成 OJK 浄水場 13 13  F 

06/07 金
[成果 1] 1～3）手順書作成、理解度確認テスト・解説の作

成
OJK 浄水場 13 13  F 

06/08 土 準備 OJK 浄水場 13 13  F 

06/09 日 準備 11    

06/10 月
[成果 1] 1～3）手順書作成、理解度確認テスト・解説の作

成、翻訳
OJK 浄水場 11 11  F 
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06/11 火
[成果 1] 全体総括 手順書作成、理解度確認テストの実

施、評価
OJK 浄水場 11 11  F 

06/12 水
[成果 1] 不在時の活動確認、移動（ファイサラバード ラ

ホール）
OJK 浄水場 11 11  L 

06/13 木 移動（ラホール 東京） OJK 浄水場 11 11  L 

(2) フォロー・遠隔（2日）（対象者：浄水場運転及び維持管理担当職員 4名）

日付 曜 活動 研修場所
従事項目分類 車

輛 JP P1 P2 

06/14 金 [成果 1]の研修内容確認、質疑対応 OJK 浄水場  11  F 

06/15 土 [成果 1]の研修内容確認、質疑対応 OJK 浄水場  11  F 

(3) 送配水（12日）（対象者：送配水ポンプ及び維持管理担当職員 12名）

日付 曜 活動 研修場所
従事項目分類 車

輛 JP P1 P2 

06/16 日 移動（東京 ラホール） 21   L 

06/17 月 移動（ラホール ファイサラバード）、研修ガイダンス OJK 浄水場 21  21 L 

06/18 火
[成果 2] 1）これまでの NJK 浄水場における送配水ポンプ

運転での事故例とその対応方法
NJK 浄水場 21  21 F 

06/19 水

[成果 2] 1）送配水水量調整の手法（配水池、高架水槽への

ポンプ運転に伴う連絡体制、水位確認、弁操作、記録・報

告書の作成）

OJK 浄水場 21  21 F 

06/20 木

[成果 2] 1）送配水水量調整の手法（施設点検による故障発

見時の対応・応急措置、突発事故発生時の連絡体制、ポン

プ運転、弁操作）

OJK 浄水場 21  21 F 

06/21 金 [成果 2] 1）上記の手順書作成 OJK 浄水場 21  21 F 

06/22 土 準備 OJK 浄水場 22  22 F 

06/23 日 準備 22    

06/24 月
[成果 2] 2）RBC 閉鎖時の送配水方法検討、手順書作成、

理解度確認テスト・解説の作成、翻訳
OJK 浄水場 22  22 F 

06/25 火
[成果 2] 全体総括 手順書作成・理解度確認テストの実

施、評価
OJK 浄水場 21  21 F 

06/26 水 [成果 2] 全体総括、移動（ファイサラバード ラホール） OJK 浄水場 21  21 L 

06/27 木 移動（ラホール 東京） OJK 浄水場 21  21 L 

(4) フォロー・遠隔（20日）（対象者：浄水場運転及び維持管理担当職員 4名*1、送配水ポンプ及

び維持管理担当職員 12名*2）

日付 曜 活動 研修場所
従事項目分類 車

輛 JP P1 P2 

06/28 金 [成果 1] 1)の研修内容確認、質疑対応 OJK 浄水場  11  F 

06/29 土 [成果 1] 1)の研修内容確認、質疑対応 OJK 浄水場  11  F 

06/30 日

07/01 月 [成果 1] 1)の研修内容確認、質疑対応 OJK 浄水場  11  F 

07/02 火 [成果 1] 1)の研修内容確認、質疑対応 OJK 浄水場  11  F 

07/03 水 [成果 1] 2)の研修内容確認、質疑対応 OJK 浄水場  12  F 

07/04 木 [成果 1] 2)の研修内容確認、質疑対応 OJK 浄水場  12  F 

07/05 金 [成果 1] 2)の研修内容確認、質疑対応 OJK 浄水場  12  F 

07/06 土 [成果 1] 3)の研修内容確認、質疑対応 OJK 浄水場  13  F 

07/07 日

07/08 月 [成果 1] 3)の研修内容確認、質疑対応 OJK 浄水場  13  F 

07/09 火 [成果 1] 3)の研修内容確認、質疑対応 OJK 浄水場  13  F 

07/10 水 [成果 2] 1)の研修内容確認、質疑対応 OJK 浄水場   21 F 

07/11 木 [成果 2] 1)の研修内容確認、質疑対応 OJK 浄水場   21 F 

07/12 金 [成果 2] 1)の研修内容確認、質疑対応 OJK 浄水場   21 F 
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07/13 土 [成果 2] 2)の研修内容確認、質疑対応 OJK 浄水場   22 F 

07/14 日

07/15 月 [成果 1] 1)の研修内容確認、質疑対応 OJK 浄水場  11  F 

07/16 火 [成果 1] 1)の研修内容確認、質疑対応 OJK 浄水場  11  F 

07/17 水 [成果 1] 2)の研修内容確認、質疑対応 OJK 浄水場  12  F 

07/18 木 [成果 1] 3)の研修内容確認、質疑対応 OJK 浄水場  13  F 

07/19 金 [成果 2] 1)の研修内容確認、質疑対応 OJK 浄水場   21 F 

07/20 土 [成果 2] 2)の研修内容確認、質疑対応 OJK 浄水場   22 F 

注）*1：7/10～7/13、7/19～7/20 の期間は除く； *2：7/10～7/13、7/19～7/20 の期間のみ参加。

(5) 浄水処理第２次（雨季）（12 日）（対象者：浄水場運転及び維持管理担当職員 4 名、送配水ポ

ンプ及び維持管理担当職員 12名*）

日付 曜 活動 研修場所
従事項目分類 車

輛 JP P1 P2 

07/21 日 移動（東京 ラホール） 31   L 

07/22 月 移動（ラホール ファイサラバード）、研修ガイダンス OJK 浄水場 31 31  L 

07/23 火

[成果 1] 1）浄水場運転管理（稼働時勤務体制、昼・夜間業

務内容、取水・浄水・送水量及び場内貯水量の関連）に関

するこれまでの実施のレビュー、乾季と雨季での相違の検

討

OJK 浄水場 31 31  F 

07/24 水

[成果 1] 1）浄水場運転管理（薬品混和、凝集沈殿、ろ過、

汚泥処理工程管理、薬品貯蔵、薬品注入）に関する手順書

のレビュー、乾季と雨季での相違の検討

OJK 浄水場 31 31  F 

07/25 木
[成果 1] 2）特異状況時の体制、運転管理に関するレビュ

ー、乾季と雨季での相違の検討
OJK 浄水場 32 32  F 

07/26 金

[成果 1] 3）浄水施設の現場再確認、点検実施内容再確認・

内容精査、手順書レビュー、乾季と雨季での相違の検討、

理解度確認テスト・解説の作成、翻訳

OJK 浄水場 33 33  F 

07/27 土 準備 OJK 浄水場 31 31  F 

07/28 日 準備 31    

07/29 月
[成果 1、2] 全体総括 取水から送配水までの実際の運転

状況確認
OJK 浄水場 31 31  F 

07/30 火
[成果 1、2] 全体総括 手順・フロー修正・理解度確認テ

ストの実施、評価
OJK 浄水場 31 31  F 

07/31 水
[成果 1、2] 全体総括、移動（ファイサラバード ラホー

ル）
OJK 浄水場 31 31  L 

08/01 木 移動（ラホール 東京） 31   L 

注）7/29～7/31 のみ参加。

(6) 合計
従事項目分類（人日） 車輛（台日） 

JP P1 P2 ラホール - ファイサラバード往復 ファイサラバード市内 

計 63 58 16 12 66 
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M/Pプロジェクトの背景と策定計画の概要

(1) 背景
ファイサラバード市は、パンジャブ州第 2の都市であり、またパキスタン第 3の都市である。

2015年に人口約 270万人 を抱え、2038年には 400万人を超えると予測される。急激な人口増加
に伴う水需要の増加に対し、必要な水供給のための施設整備および水源開発が必要である。しか

し、同市の水道事業による計画立案および事業実施は、財務面および技術面から困難な状況であ

る。

2015 時点では、現在の水道サービス区域にある世帯の 60％ のみが、ファイサラバード上下水
道公社（WASA-F）による給水サービスを受けている。一方で、現在の下水道サービス区域におけ
る下水道普及率も 73％にとどまっている。下水道の整備がされていない地域では不衛生な状況が
慢性的なものになっており、下水道が整備されている地域においても維持管理面で問題を抱えて

いる。

このような背景の下、パキスタン政府は、適切な水源開発、都市計画に沿った設備投資、既存

施設の適切な維持管理、上下水道料金収入の向上と財務改善、持続的な上下水道事業運営を目指

す長期的な事業計画の策定への協力を日本政府に要請し、M/Pプロジェクトが 2016～2019年にか
けて実施された。

(2) 上水道マスタープラン
パキスタンでは、2025年までに全ての人が安全な飲料水へアクセスできることを目標としてい
る。この目標を達成するため、M/Pプロジェクトにおいて、下記計画が策定された。

1) 施設整備事業
M/Pプロジェクトで策定された施設整備事業は、下記のとおりである。

浄水場および井戸群の建設および拡張

送水管の布設および拡張

配水幹線の布設および拡張

配水本管の布設および拡張

最終配水池の建設および拡張

配水場の建設

配水管網の布設および拡張

各戸給水管接続

2) 段階的整備計画
給水人口が増加すると水需要も増加する。その増加に見合った整備計画が必要となる。そのた

め、M/P プロジェクトでは、4 つのフェーズに分けた段階的な整備計画を策定した（表 1 参照）。
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表 1  水道セクターにおける整備計画の概要

項目 単位
フェーズ 1 フェーズ 2 フェーズ 3 フェーズ 4 

2018-2023年 2024-2028年 2029-2033年 2034-2038年
給水区域人口 人 3,026,190 3,399,500 3,772,800 4,146,110 
給水人口 人 1,815,700 2,549,600 3,395,500 4,146,100 
給水率 % 60% 75% 90% 100% 
水需要量（日平均） 1,000 m3/日 329 528 703 859 
水需要量（日最大） 1,000 m3/日 664 870 1,092 1,252 
水源水量合計 1,000 m3/日 714 918 1,077 1,259 

3) 段階的水源開発施設整備計画
表 1で示した給水人口に対する水需要量を満たすためには、水源水量を 2038年までに 1,259,000 

m3/日（277 MGD）に増加させる必要がある。そのための段階的水源開発施設整備計画を表 2に示
す。また、表 2の整備計画の結果、増加する供給能力と各戸接続数、水需要量を図 1に示す。

表 2  段階的水源開発施設整備計画
プロジェクト No 内容

フェーズ 1 (2018～2023)

1-1 OJK浄水場：緩速砂ろ過施設 16,000 m3/日（3.5 MGD）から急速砂ろ過施設

22,700 m3/日（5 MGD）への更新

1-2 NJK浄水場：22,700 m3/日（5 MGD）の拡張

1-3 Gugera浄水場：113,700 m3/日（25 MGD）の新規建設

1-4 GBC井戸群：22,700 m3/日（5 MGD）の新規建設

1-5 Allama Iqbal浄水場：6,800 m3/日（1.5 MGD）の新規建設

フェーズ 2 (2024～2028)

2-1 OJK浄水場の砂ろ過の拡張：22,700 m3/日（5 MGD）

2-2 Jhang浄水場の新規建設：90,900 m3/日（20 MGD）

2-3 Gugera浄水場の拡張：113,700 m3/日（25 MGD）

2-4 GBC井戸群の拡張：22,700 m3/日（5 MGD）

2-5 新 JBC新井戸群の建設：45,500 m3/日（10 MGD）

フェーズ 3 (2029～2033)

3-1 Jhang浄水場の拡張：90,900 m3/日（20 MGD）

3-2 Gugera浄水場の拡張：113,700 m3/日（25 MGD）

3-3 新 JBC新井戸群の拡張：45,400 m3/日（10 MGD）

フェーズ 4 (2034～2038)

4-1 Jhang浄水場の拡張：90,900 m3/日（20 MGD）
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図 1で示した整備計画で対象となった施設の位置図を図 2に示す。

出典：調査団

図 2  水源開発施設位置図

(3) M/Pプロジェクトの優先プロジェクトと本準備調査の計画
M/P プロジェクトでは優先プロジェクトを選定した。選定された優先プロジェクトが、表 2 に

示したプロジェクト No 1-1と No 2-1である。この 2つの計画の内、本準備調査では、プロジェク
ト No 1-1を対象とした。この給水区域を図 3に示す。なお、図 3において、点線で示した給水区
域（将来計画）がプロジェクト No 2-1の給水区域を示す。

RBC

OJK浄水場更新（表流水）
45,400m3/日 (10.0 MGD)
NJK浄水場拡張（表流水）
22,700m3/日 (5.0MGD) 
Allama Iqbal浄水場（表流水）
6,800m3/日 (1.5MGD) 

GBC井戸群（地下水）
45,400m3/日 (10.0 MGD) 
- 1st: 22,700 m3/日 (5 MGD) 
- 2nd: 22,700 m3/日 (5 MGD)  

Jhang浄水場（表流水）
272,700m3/日 (60 MGD)
- 1st: 90,900m3/日 (20.0MGD)
- 2nd: 90,900m3/日 (20.0MGD)
- 3rd: 90,900m3/日 (20.0MGD)

Gugera浄水場（表流水）
341,100m3/日 (75.0MGD) 
- 1st: 113,700 m3/日 (25 MGD) 
- 2nd: 113,700 m3/日 (25 MGD)  
- 3rd: 113,700 m3/日 (25 MGD) 

新 JBC井戸群 （地下水）

90,900m3/日 (20 MGD)
- 1st: 45,500m3/日 (10 MGD)
- 2nd: 45,400m3/日 (10 MGD)

JBC

GBC
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図 3  本準備調査で計画された配水区域
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資料6  参考資料
  (2) 管路の占用許可に関するレター
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資料6  参考資料
  (3) 取水口及び水管橋の建設許可申請レター
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先方政府の配水管整備

本プロジェクトの配水管の整備は、計画給水区域であるAbudulah Pur地区及びMadina Town No.2
地区において配水 1次管、配水 2次管、配水 3次管、及び地区メータを整備するとともに、周辺
地区と水理的に分離された配水区及び DMAを構築するものである。
本邦事業は、事業予算の制約からこのうちの一部を整備するものとし、残りはパキスタン側が

整備するものとしている。

先方政府の配水管整備内容を、表 1及び図 1~4に示す。配水 1次管は約 7.1 km、配水 2次管は
約 18.1 km、合計約 25.2 kmとなる。その他、地区メータ 4箇所及び既設配水 3次管の更新、配水
区及び配水管理区域（DMA）の構築を行う。

表-1  先方政府の配水管整備内容

分類 配水区 口径 管種 総数量 本邦事業 先方事業

配水1次管 DZ-I 350 HDPE 630 m 630 m 0 m
300 HDPE 60 m 0 m 60 m

690 m 630 m 60 m
DZ-II 450 HDPE 590 m 590 m 0 m

400 HDPE 2,610 m 0 m 2,610 m
300 HDPE 4,410 m 0 m 4,410 m

7,610 m 590 m 7,020 m
小計 8,300 m 1,220 m 7,080 m

配水2次管 DMA I-1 200 HDPE 260 m 260 m 0 m
150 HDPE 1,440 m 0 m 1,440 m

1,700 m 260 m 1,440 m
DMA I-2 200 HDPE 1,020 m 0 m 1,020 m

150 HDPE 680 m 0 m 680 m
1,700 m 0 m 1,700 m

DMA II-1 200 HDPE 530 m 0 m 530 m
150 HDPE 3,740 m 0 m 3,740 m

4,270 m 0 m 4,270 m
DMA II-2 200 HDPE 540 m 540 m 0 m

150 HDPE 2,780 m 1,100 m 1,680 m
3,320 m 1,640 m 1,680 m

DMA II-3 200 HDPE 1,280 m 0 m 1,280 m
150 HDPE 2,530 m 0 m 2,530 m

3,810 m 0 m 3,810 m
DMA II-4 250 HDPE 460 m 0 m 460 m

200 HDPE 1,830 m 0 m 1,830 m
150 HDPE 2,910 m 0 m 2,910 m

5,200 m 0 m 5,200 m
小計 20,000 m 1,900 m 18,100 m

総計 28,300 m 3,120 m 25,180 m

地区メータ DZ I 2 箇所 1 箇所 1 箇所
DZ II 4 箇所 1 箇所 3 箇所
計 6 箇所 2 箇所 4 箇所

配水3次管 75~100 HDPE 既設管更新 なし 既設管更新

配水区及び配水管理区域の構築 DMA 6 箇所 なし DMA 6 箇所

App 6(4)-1

資料6  参考資料
  (4) 先方政府の配水管整備



図-1  先方政府の配水管整備内容（Abudulah Pur地区）
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図-2  先方政府の配水管整備内容（Madina Town No.2地区(1)）
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図-3  先方政府の配水管整備内容（Madina Town No.2地区(2)）
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図-4  先方政府の配水管整備内容（Madina Town No.2地区(3)）
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図-5  先方政府の配水管整備内容（標準掘削断面図）
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